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護 旨: Sh01ω lalura のメパエを約 100 H 問， 29klux , 13.5klux, 2.ïklux, O.7klux の光条
fi で育て fこ。節!品]は弱光処Imほど長く，マレーシア現地での自由 fì~~Jí誌と一室た した。 令次;訟の'Ii.校日{磁
あたりのÆさ t'j:~fJ_YL:処理E ほど小さくな_.，ニ。みかけの光合成における光抗日航点は弱)己処開店ほど低か

った。弱光処理訟では，弱光J:c;で光合成r;~ネのたかい陰築主~の光光合成山総をえた。こうした陰主2
2{'1.の光合成特性は祖J出材樹木のそれとおおきなちがいがなかったが， ;)IL:3包利 jほ!立がしく i向かった。

ζ の ζ とは Shorca tαlura の光合成における強Ytへの適応が徐化[ノλ でも消火しないと考えたの

はじめに

樹木の光合成特性\，j: iIヰ帯林樹木についてしらべられたものがj与し熱帯林樹木については測定例1ノ日〉が

大変少ない。そのJ:Ill.白として， 困難な点が多いととやíJllj定材料の調製がむずか

しいととなどがあげられよう。したが勺て，環境紛節施設内で熱帯樹木を7守 j点し，環境前設のわかってい

る材料について光合成をしらべることは，熱Ji七，樹木;の止Jm約半#+1'をしるうえで重要なでがかりとなるよう

iご思わ才Lる c

ことでは Shorea lalu仰の 1'['1 をいろいろな光岐I引と調節された環境司船官!装置内で立て， J凶ií肢の異な

る前の光今JDえをおもにしらべた。

Shorea lalura は Dipt巴rocarpaceae (ブタパカ、キ科)の Shorea 同の Anthoshorω 民属に分J\ñされて

いる。アジア大陸雨郎〈タイラ ピ Jレマ，ベトナム〉からマレー半島の I)J部まで分布し，ブタパプガfキ科の干P殺巳屯毛

として lはま比較Iι灼1ドηfZ守JJ北七υF万/

事事: ~にζ対する淵 f付性1:二もあるとい才わJれでいるA引ヘ)" したがつてヲ Shorea Í'琶のなかでも Shoreα talura (J:-./レーシア

などの地域で造林可能な樹蒋5) と考えられておりラ その人T.法体技術}や天然史新技術の開花が望まれてい

る。品orea talura 自主の光合成特性の知識は F こうした技術開発の基般的な資料としてm姿と }JJiつれる。

なお ζ の研究ば，林業試験場・熱帯農業センター共同fロジ i クト 1-)~~\1:fjにおける造林技術の催、'r.J お

よび休業試験場指定研究 j森林生産におけ石光環境の有効利用j の寸11iiであるわ

料と方法

マレーシア産の Shorea talura のタネを人工i芥二i パ{ミキュライトのはい)こnmfcí (32X20X17cm) 

1979年10月 17 日受間j 造林-39 Silviculture-39 
(1) (2) (3) 造林部
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に 1977 年 4 月ヲロにまきつけ， 0 長 16 時間， 室温 250C，照度 50 klux の人工気象室内人仁うも宅 iといれ

fこ。

発芽後初生葉の展開したメパエをノてーミキュライトのはいった塩ビ製ポット〈直径 12c111 ，高さ 20cm)

に 4 J:l 25 日 lこうえ 5 月 1呂日 lζ11え陰処理与を開始するまで育てた。

被陰処理lむ人工気象室内環境調苅装置(ニl イトトロン型) 2 室のなか l乙各安 2 つの鉄製ワク

(120 X 150 X 85 cm) をいれ9 ワクのj良部を除いた全面を遮光用 l ド性塩ビブィ jレムでおおった箱を用いた。

とのばあい，湖沼皮の制的された空気が箱の下， ;~Ilから人り，和 Li'，，[)の阿仰のすさまからでるようにじた。

被陰はヴuこの明かるさで 29 klux (~乙合成有効欣射で 14.9XI03 f，W'cm 2) ， 18. 5 klux (6.92XI03μvV 

・ cm 2) ， 2.7klux (1. 38XI03ρv ・ cm-2) および 0.7 klux (0.3的 X103 1"W'cm' 2) の 4 処砲とした。

環境調節装設内の環境条件は， 16 時llZ 日長， 25�C (照明日寺) 20'C (ll tI;)よ 11却) {~iJ，皮応対 」どとした υ

8 Jj 30 日から 9n 2 同にかけて， 各ポット芭の地ヒ郎の)t合成をtf\Újとした。小の首公f2J V~ (と

用意、した|付容積 L 11 の円筒形同イI~Æ告に rll-øJ也ヒ市だけが入るようにした。 111] !日自のうえに透明アタリ Jレ

符そおき，深さ 8cm の水をはって3 光源からの熱総による同化箱内の ir~I~上f{ι・防いだ。光強度[土 li引じ

箱J で 49 klux (25. 1 X 1031" W ・ cm りであった。光一光合成曲線をえるため9 アクリ Jレ箱のうえに遮光

用 II~性塩ビブイ Jレムをかけ， 1日j化穏に入る光強度を制節した。

[pJ化粕内の ij~_;\.)_支は光台i況測:どのあいだ熱jjLE 士、j でしらぺ， Iぃjイじね f}~ のむ反 iJ:' 230C になるよっ， 小型環

境調節設設内の空気?l;i皮を制民I した。

同化箱 r}~ の活気量は O割引 min-1 こしたが ， O. '7 klux 処理の苗についてはp 前が小さかったので 0.5['

ml日 1 とした。 通気空気中の湿度が光位、成測定ω浪定要国とならないよつに ， J色気空気!i-.度ぷ脳会とお

し，視った空気が|司化裕 lこ入るようにした。

同化泊をとおった虫気巾のt)(故ガス度を亦外線ガス分析吉 lゐ(局1 主製作所製 Ur{l~，.S Il1rD を沿いて測

定し2 街地上部のみかけの光合践を言iム算した。

光合成の測定終了後， -)~óの両さを測定し 9 ffj の業を切りとってJ辺国松をお1.1主主したのち予 謀長~ 800C ())乾

燥器にいれ乾燥室長在求めた。

ζ 

発芽およびメパエの成長

Shoreα ialu仰の経子は 3 枚の大きな羽根をもった種子〈写て王 1 )で Shorea 属のなかでは決

い種皮で包まれ‘皮iとは樹脂が多い。吸;J<J交フ昆皮がたてに制オL，的根が災ぬしてくる C1J.良:2 )。種

子の発訪はいわゆる Hypogeal (寸主が地中に残る〉のため，子葉の ~i:r.:可が届皮に í11 1:b之し，草川のつけ根

lと頂"Ifが発達する。応村はほとんど免述せず，葉信r~のつけ恨のすぐとに l二股曲が{， þ]iえをはじめ?対の初

公二葉を形成する。その後の二次集はIL押さとなる。子主はj長|市せず，憶に種lX iと包まれているハ Shorea 属

のほとんどが子葉を民間し肢判が発述する のに討し守てP この実験で l苦いた Shoyca talura と

Shorea robusta の 2 租だけが Hypogeal になコている。

被陰処理菌の特徴

tYî~成長は 13.5 klux 処主力もっともよく， 0.7 klux 処:'，よ 3 か 1:七 Clll 柱没のし￡民しかみら

れなかった〔写克 3，凶 1)0 ùn 日jは光強度処理が弱くなるほど1J.かったが‘ 0.7 klux 処到のはあい，同j
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0.7 klux 程度の弱光処浬では光合成生産が低く，光合成産との原因として，間成長の低下がみられたc

物が節問成長に分配されないことが考えられる。このことは，マレージアにおける現地の成長試験結果5)

とよく一致した。

13 , 5 klux 初生薬の主主の]単位 Ilrî積あたりの rll さは 29 klux 処理と 13.5 klux 処理でかわらなかったが，

二次棄のそれは2 光強度処理が弱くなより弱い光強度処理で減少する傾向にあった〈図 2)。いっ!まう，

29 しかし，弱光条件下にある由ほど棄が陰葉イじする ζ とをノヌす。るほど減少した。二次葉での結果は?

klux 目、仁の処玉虫がないので， 29 klux 処理の葉が蕗葉化した葉というととにはならないと思われる。

被陰処濃苗の光合成

29 klux 処理の前がもっとも i高かったが多測定のバラツキ光飽和照度におけるみかけの光合成速度は，

をかんがえると各処理のあいだに大きなちがいはないと思われる(表1，図 3)。一般に，陰棄化した葉の

とうしfことととと単位市松あたりのみかけの光合成は陽葉のそれにくらべ著しく低いといわれているが，
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いろいろな光強度で生育した Shorea talura 自の光)巳合成「内線(森川省 1[二上&佐々木) --113-

Table 1 処理条刊号光台成速度の11!t 三イ九光飽和照度，光補償点

Growth condition, maximum photosynthesis in light-photosynthsis 
curves, light saturation in photosynthesis, and compensation light 
intensity of Shorea talura seedlings 

O. 

0.359 

3 ， 7 土1. 6

2.7 

1. 38 

4.3士人 5

Fi1ms used 

r111uminanc巴 (klux)
Light intensity{ Photむsyntheticall y 

lactive radiation 
(103 ・ l~ìV.cm'2) 

Max. photosynthesis (mgCOγdm-2 ・ hr' l)

つn
uu 

O ， 3~ 

30 

。.91J1. 30 

Light saturation (klu丈〉

Compensation light intensity (klux) 

の実験でえた結束とは寸、しなかったのこのう巳飽和照度:1.とおける光作成速度はョ ;J\IIIが<Vーシアのパソ

との原閃としの村、でしらべだ Shorea 戸αucìßora， S'horea macroptera の倒~C') 1[1刊 にくらべ{以かった。

Shoγea taluγa i~ミ A乍ûhoshoγea のて，①!hl~のしらべた:つの碕は Rubroshorea iと!認するものでありヲ

② ζ の実験でも「とも強光処理であった 29 klux 処沌でも熱帯の野なかでも陽樹といわれているとと，

外の主!!Ì光下lとある禁と同じでないとと，③bX木の葉と市本の:b.tでうIé{~!&:龍三与がちがうとと、などがあげら

れるのまた，個体で光作hえを測定する lまあいの，④光公Jj記能率のちがう;東が久、まれている ζ と，⑥主主の担ー|

立被除の可能fせがあること多①幹や葉柄の l呼吸による CO2 放 nlがある ζ と?などもあげられる。

初生~を含めた葉数がiHIJíl::'['iï の観察から，

40 50 
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て葉の相互紋|没があったと(点目われない。したがって，すでにのぺたような，①?②ヲ③ョ③s ⑦，のよ

うな点について十後検討を加える る。

みかけの光合成が O になるいわ l争る光補償点(:ì:， 光強度処}1î_\がくなるほど低下したが， 0.7 klux 処

E浪限のそれ;ば土若若ごしく{低氏かつ 7たこ c友受1，予 |区凶芸剖.14心)ç 0.7kluロ豆 処王児弔のう光巳補 1償百丸)点!

l 一円'(1;の呼吸やI地也下下♂ J祁\1市i官1の呼欧 lにとよる光子介ri成￡斉霞±物の j消白賢もあるので' とのう℃補佐点で Shorea talura !有力 ~!t存

できることにはならないハ

_yと飽和照度は 29 kluエ処空j1が 40 ~45 klux , 13. 5 klux 処現が 35 ~40 klux , 2.7 klux 処照と 0.7 klux 

処聖jlが 30 klux 程度であった(表 1 ， 1;%1 5) 0 0.7 klux 処理では 35 klux 以上の強光で，みかけの)t合成

の低 F がみられた。広葉樹陽:廷の光飽和照lおま 20-~50 klux といわれ6) ， 30 klux 処理の Shorea ialura 

(il もこの範阻に人ることがわかった。いっぱう， 広葉樹陰謀のそれは 5~v10 klux といわれるが'1， ここ

でえた 2.7 klux 処毘や 0.7 kìu文処理の仙のj日包拘照度は著しく l弱かった〔凶 5 にこの実験と平行して，

同じ被|注処理したヒノキ l 年生芭の結采を参考 E でに刀!Iえである )0 2.7 klux 処理や 0.7 klux 処理出ω

光一光合成山1線からも， とれらのM;E'li. l'l'Hi ， 弱光域で光合成能率のたかい陰菜JQlの光合成曲線であるにも

かかわらず光飽和照度が高い結果となった。こうした l宣言葉化した葉でも光飽和」照度の高いI陀質は， p同\.阜の

強光条件で生育する樹木のJlZI応と考えられるのではないだろうかc

とれ主で， 樹木の光光子';'1'&曲線は泊帯林樹木でしらべられたものが多く， 熱千;;，ジコ樹木についてあまり

しらべられていないので9 こうした Shor仰の光合，IVZ4:jj 性が(l~Ci)古の樹木 lとっし、てあるものかどうか今

f乏しらべていく必要がある。
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Light胸Photosynthesis Curv(ちs in Shore昭吉田lur剖 s君。dlings

Grown under Various Light Inten百ities

Yasushi MORIKAWA (1), Takao INouE(2J 乱nd Satohiko 5ASAKl(3) 

Snrnmary 

S'jwrea ta/ura seeds w邑r己 collcじtcd from the 五己ld irょ Forest Research Institute (Kepong, 

Maíaysia) , in April. 1977. A seedling g号r江lÌn乱tむd under the condition of a 16 hour-day at 

250C was transplanlしed into a poIyvinylchloride pot 五l1ed with vermlcul�e. The pots w巴r亡

しovered wlth [our kinds ()f sh乳de box巳s for about 100 days. To obtain a give孔 lnt巴nsíty ， four 

kinds of polyvinylchloride iilm, clear 五1口1 (UVC~O) ， n巴u仁ral 澈lm with 5096 Iight reduction 

50) , with '70% 工eduction (N..'70) , and with 9096 reduction (N 90) were u詰ed. Enviro日m色m

control c11乱打1.bers w i th artific�i li gh t sourじe (Koitot:ron KG) vv己主む used for the experimen仁

Th巳 chambers were k叩t at 25cC司light and 20cGdark with 16 hour-day and the relative 

humidity oﾍ '7 551とふ

Height growth of epicotyI incr巴ased as light int己江sity increased, but in the 29 klux-hox 

the h己ight was decre乳secl slightly. Mean �ternode length decreased 明，1th the increased light 

intensit}人 An areal weight of secondary leaf incr記ased in仁reased Iight intensity, but the 
we�ht of p主ìrnary leaf j 立主he 13.5 klux七()x did not diff巳r from th君。ne in the 29 klu叉-box.

瓦I[a主i刊lunl rate oÍ 呂pparent photosynth記sis at light s乱turation was ne乱rly equal in each 

box , Th己 rate of appareロ photosynthesis at lo¥V Iight int巳nsÏty region below !ight satur旦tion

i孔cr巳乱S巴d 1n the 5e色dlings gro，司Tl1 under low ]ight intensities , T、he rεsults suggest that th巴

leaves grown u百d巴 10w light intensity charactcr the shade-lear quality ( In the sh旦dεd se巴d­

lings 1ight satu:rati叫 for m乱ximum raτe of appareηt photosynthesis was relativelyア high， cωom貯守

lJaT ε d v羽〉河吋‘

Ìntf、nsi抗tyア in photosynthetic eη訊lci記工ncy o.t Sh切《ο》げre剖tα~ tαalu'Fa 1ε呂V 日s does not dis乱ppe乱工T‘ 思V記n in shad記d

leaves笥
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